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地球温暖化防止と排出量取引制度地球温暖化防止と排出量取引制度

京都議定書• 京都議定書とCOP15

• 福田ビジョン：2050年までに60～80％削減福田ビジョン：2050年までに60 80％削減

• 地球温暖化防止と（経済的）手段・方法

• 排出量取引制度：理論・意義・実践・課題

• EU‐ETSなど諸外国の経験と動向：評価と課題EU‐ETSなど諸外国の経験と動向：評価と課題

• 国際炭素市場へ

• 自主参加型キャップ&トレード（2005）

• 排出量取引の国内統合市場の試行的実施• 排出量取引の国内統合市場の試行的実施



排出量取引制度をめぐる論点排出量取引制度をめぐる論点

• 制度の対象範囲

排出枠の適切な割当 総量 公平性 分配• 排出枠の適切な割当：総量、公平性、分配

• 排出枠の取引価格と安定性排

• 投機的取引と取引価格の乱高下

排出枠の割当をめぐる訴訟• 排出枠の割当をめぐる訴訟

• 環境政策手段としての評価環境政策手段としての評価

• 環境効果、効率（静学と動学）、公平、国際競争
力 リ ケ ジ グリ ン ニ ディ ル 比較力、リーケージ、グリーン・ニューディール：比較



国内排出量取引制度とは国内排出量取引制度とは

• 国内排出量取引制度とは以下の要素で構成さ
れるれる

–制度でカバーする範囲全体としての排出目
標の設定標の設定

–全体目標に整合する個別企業の排出目標
（排出枠の割当）の設定（排出枠の割当）の設定

–目標達成の一手段としての排出枠の取引の
実施実施

–制度基盤としての、排出量のモニタリング・
算定・検証 登録簿等の整備算定 検証、登録簿等の整備



国内排出量取引制度に関して
試すべき事項

• 制度構築に向けて試すべき事項は以下と想定され
る

な目標設定（排出枠 割当）が きるか– 公平な目標設定（排出枠の割当）ができるか

– 信頼性のある排出量のモニタリング・算定・検証、
登録簿等 仕組 がうまく機能するか登録簿等の仕組みがうまく機能するか

– 制度が実際に排出削減や技術開発につながっ
るかているか

– 取引が円滑に行われるか、それが効率的な排出
削減に寄与するも あるか削減に寄与するものであるか

– その他（国際競争力への影響、リーケージ、マ
ネ ゲ ム回避）ネーゲーム回避）



JVETS及び試行排出量取引スキームが試している
事項①事項①

１．目標設定、排出枠割当方法
総 事前 プ ドが主流• 総量・事前交付のみのキャップ＆トレードが主流。

• 各国・各地域の国内排出量取引制度を国際的にリンク
するためのルール検討を行っている国際炭素行動パーするためのル ル検討を行っている国際炭素行動パ
トナーシップ（ICAP）への参加条件も、総量目標の義務
的キャップ＆トレード制度を導入済みか導入予定。
JVETSは総量目標 事前交付のキャップ＆トレ ドであり• JVETSは総量目標・事前交付のキャップ＆トレードであり、
国際的に主流の方式を採用。

• 一方、試行スキームは、総量目標と原単位目標、事前
交付 事後清算等 様 なオプ を認め るが
方、試行 キ 、総量目標 原単位目標、事前

交付と事後清算等の様々なオプションを認めているが、
多くは事後清算方式を選択。

各種オプションの試行という観点から、参加者が

総量目標/原単位目標 事前交付/事後精算方式に総量目標/原単位目標、事前交付/事後精算方式に

バランス良く集まることが重要



JVETS及び試行排出量取引スキームが試している
事項②事項②

２．排出枠の管理・取引
• JVETSは、登録簿システム、排出量管理システム、取引仲介

システムなど、排出量取引制度実施に必要なインフラを既
に整備し 運用している 過去二期 円滑な取引が行われに整備し、運用している。過去二期、円滑な取引が行われ、
これによりすべての参加者が目標を達成している。

• 試行排出量取引スキームにおいて、今後、目標達成確認シ
テムなどのイ ラを整備 検討し いく際にも のステムなどのインフラを整備・検討していく際にも、JVETSの

インフラを有効に活用していくことが考えられる。また、試行
排出量取引スキームの現時点の参加者には、事後清算を排出量取引スキ ムの現時点の参加者には、事後清算を
選んだものが多いが、実際にどの程度の取引が発生する
かどうかが注目される。

排出量取引が本来の機能を発揮するためには、円滑な
が取引のための制度設計や、インフラの整備が重要。



JVETS及び試行排出量取引スキームが試している
事項③

３．排出量のモニタリング・算定・報告、検証

• 制度対象者間の公平性や、制度の信頼性の確保には、排出量
のモニタリング・算定 検証ルールの統一的適用が重要のモニタリング・算定、検証ルールの統 的適用が重要。

• JVETSでは、国内法体系との整合性を図りつつ、国際規格であ
るISOとの整合性も考慮し、国際的に通用するルールを整備し、
期 わたる実績を通じ ウ ウを蓄積 る4期にわたる実績を通じてノウハウを蓄積している。

• 一方、試行スキームは、自主行動計画参加企業においては業
界ルールの適用が認められるなど 業種ごとにモニタリング・算界ル ルの適用が認められるなど、業種ごとにモニタリング 算
定ルールが異なる可能性がある。検証も、排出枠を売却する者
又は希望するものに限定されている。

排出量のモニタリング・算定、検証等のルールは排出量

取引制度の要であり、統一的なルールで行うことが重要。



国内排出量取引制度：今後の課題国内排出量取引制度：今後の課題

• 確実な排出総量削減を推進する手段

• 国際的動向と国内対応国際的動向と国内対応

• 解明すべき課題：国内排出量取引制度を本格
導 する場合 必要となる条件導入する場合に必要となる条件

• 解明すべき課題：制度設計上の課題解明す き課題：制度設計上の課題

• 国際的なリーダーシップ：国際的な議論の場
において「日本における経験 から「排出量取において「日本における経験」から「排出量取
引制度のあり方」に関して言えることは何か


